






















































































































































































































































５ 林羅山（1583-1657） 幕府儒官 『童蒙抄』 108
６ 野間三竹（1608-76） 医者・儒学者 『北渓含毫』 ５















10 岡島冠山（1674－1728） 儒学者（唐通事、荻生徂徠の訳社の講師も） 『唐話纂要』 95
漢和
両方
11 作者未詳 - 仮名草子『似我蜂物語』 －
12 宮川道達（1688年ごろ没）国学者 『訓蒙要言故事』 多々
13 太田全斎（1759-1829） 藩士（漢学者・音韻学者、福山藩の儒学教授）『諺苑』 ３
14 太田南畝（1749-1823） 戯作者・狂歌師 随筆集 －






























































































































下巻 解釈 条目数 条目順 割合 割合順
継善篇 善を継続する 16／46 ② 34.78% ①↑ 省心篇 内心で自省する 44（１）／251 ① 17.53% ④↓
天理篇 天道、自然の法則 ５／19 ⑤ 26.32% ②↑ 立教篇 教化を立てる １／17 ⑬  5.88% ⑩↓
順命篇 天命や命令を順ずる ２／16 ⑦ 12.5 % ⑤↑ 治政篇 政務治める ×
孝行篇 親孝行をする １／19 ⑩  5.26% ⑪↓ 治家篇 一家を治める ２／16 ⑨ 12.50% ⑥↑
正己篇 自分の思想や言行を正す 11（1）／119 ③  9.24% ⑧↓ 安義篇
道義を持って





２／19 ⑧ 10.53% ⑦↑ 遵礼篇 礼儀を遵う ×
存心篇 心に抱える ４／83 ⑥  4.82% ⑬↓ 存信篇 信義を堅持する ×
『唐話纂要』「常言」からみる岡島冠山の勧善思想（耿・高橋） 13
戒性篇 心の欲張りを戒める １／14 ⑪  7.14% ⑨↑ 言語篇 話すこと ×
勧学篇 勉強を激励する × 交友篇 交友すること ×
訓子篇 子を説教する １／20 ⑫  5  % ⑫ 婦行篇 女性の言行徳など ×
新刻前賢切要明心宝鑑
（37）
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